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が蒙りその恩沢に浴する」ことで、「濡れあへむかも」とは
「泊れえたらよいが、どうもさうはいくまいか」の意とする考
えを示している。この森重説の他説に対する大きな特徴は、
（ａ）．（ｂ）の点において他の「～アブ」「～アヘズ」と異質な
ものとする必要がない点であり、また「厘詔作歌」であること
に注目した解釈になっていることも、通説にない特色と言える。
ただ、帝徳の恩恵に浴することを期待しながら「どうもさうは
いくまいか」と疑ってみせていることの意図をどう考えればよ
いかという問題も感じるが、ここで示された方向は検討に値す
るものと思い、本稿ではひとまず森重説に従うことにする
前節の＠において、「～アブ」「～アヘズ」に伴う「困難・
阻害要因」は外的なものが多いと述べたが、これは「能力可能」
「状況（条件）可能」という分け方からすれば、「状況（条件）
可能」寄りということになる。なお、この「困難・阻害要因」
は、「～アヘズ」のような否定形だけでなく、肯定形にも存在
し、いずれの場合も完遂・実現を困難にする方向に働く。この
点は通常の可能表現における「制約条件」等と言われるものと
異なる点である。以下、「困難・阻害要因」を分類しながら検
討していくことにする。
四
困
難
・
阻
害
要
困
［主体の能力］
主体の能力（の不足）や性格などが、困難・阻害要因となる
ものである。困難・阻害要因が主体の内的な要因であるものと
いうことだが、これの例と思われるものは多くなく、またそう
いう例は「恩ヒアフ」に集中するようである。
⑫奥山の岩に苔むし恐くも問ひたまふかも恩ひあへなくに
（念不堪国）
（万葉集九六一一）
⑬：…八千種の一一一一口の葉ごとにすべらぎのおほせかしこ
み
巻
々
の
中
に
つ
く
す
と
伊
勢
の
海
の
浦
の
潮
貝
拾
ひ
あ
つ
め
と
れ
り
と
す
れ
ど
玉
の
緒
の
短
き
心
思
あ
へ
ず
…
…
降
る
春
雨
の
漏
り
や
し
ぬ
ら
む
（
古
今
集
一
○
○
二
）
⑫の例は「煩昨歌國との求めに対して答えたもので、「恩
ひあへなくに」を「力不足で歌を作れなどの意に解すれば、
［主体の能力（の不足己が困難・阻害要因ということになる。
しかし「即吟比歌」とあるところから、「にわかなことで、と
てもまともな歌は作れません」の意と考える方が妥当かと思わ
れ、そうなると［時間の不足］の方の例に分類されることにな
る。⑬の例は、古今集編集の材料として古歌を献上した時の歌
で、「短き心」という主体の能力が原因で、思慮が十分に行き
届かず、遺漏を生じているのではないかと懸念している。［主
体の能力］が要因と見られる典型的な例と言えそうなものであ
1４
るが、この歌の前半では、歌が多様で種々な機会に詠まれるも
のであることを述べており、そういった事情が歌の遺漏なき収
集が困難であることの一因と暗に主張している面もあるようで
ある。この例は［主体の能力］の方に分類しておくが、右のよ
うなことを考えると、この例にしても典型的な例とまでは一一一一口え
ないかも知れない。
他に今昔物語集には、本人が「樫實邪曰竺であるために、夢
のお告げを「思ヒモ不敢」（巻一一○第三四）といった、典型的
な能力可能と思われる例が貝専〈けられるが、これが時代による
変化と見るべきものであるか否かは、用例数が少ないこともあ
って、現段階でははっきりしない。
［忍耐・抑制の困難性］
「忍ビアヘズ」．涙を）セキァヘズ」のように忍耐・抑制の
意の動詞に「～アヘズ」が下接したものである。
これらの場合、阻害要因が、主体の忍耐力の不足や性格の弱
さといった内的な問題であるとすれば、前述の［能力の不足］
に分類できるわけであるが、それだけでなく、忍耐を困難にす
る外的な状況の存在が関わっていると思われる例が少なくな
い。これらを前述の［能力の不足］、後述の［外的事情］のい
ずれか片方に割り切って分類することは困難と思われるため、
特にこのような分類をたてた次第である。
例えば「忍ビァヘズ」であれば、単にある状況の中で主体の
感情が自発的に高まって抑制しきれなくなったというだけでな
く、そこへ更に他人の行動や言葉・歌など外的な要因がつけ加
わり、それがきっかけになって、忍耐・抑制ができなくなった
と見られる例が多い。旬えば
⑭（僧都）「親の御方、拝み奉り給へ」と言ふに、いづ方と
も知らぬほどなむ、えしのぴあへ給はで（浮舟は）泣き給
ひ
に
け
る
。
（源氏物語手習一一○三○⑤）
は
浮
舟
落
飾
の
場
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
親
を
思
い
出
さ
せ
る
僧
都の言葉が、浮舟の忍耐・抑制を一層困難にさせている。
また「（涙を）セキアヘズ」は、歌では「我はせきあへずた
ぎつ瀬なれば」（古今五五七）、「せきもあへず涙の河の瀬を早
み」（後撰一○五九）ように、川や瀬の流れがせき止められな
いことと掛詞になっていてことがままあり、こちらの方の意味
では、せき止められない要因は流れの早さという自然物の外的
な事情ということになる。
［外的事情］
能
力
や
性
格
と
い
っ
た
内
的
な
要
因
で
は
な
く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ばない他者の行動や属性、その他自然的・人為的な何らかの外
的事情が阻害要因となるものである。これに属するものは圧倒
的に多いというほどではないが、ある程度の用例数が満遍なく
1５
見られる。
⑮たくひれの白浜波の寄りもぁへず（正月獺）荒ぶる妹に恋
ひ
つ
つそ居る
（万葉集一一八一三）
⑯明日香川獺々に玉藻は生ひたれどしがらみあればなびきあ
へなくに（廃不湘）
（同一三八○）
⑮は恋人の拒否のために十分に近づくことができないという
ものであり、他者の行為が阻害要因になっている。⑯は「しが
らみ」という、表面上の意味では物理的障害が、裏の意味では
人間関係上の事情が、「なびきあふ」ことの阻害要因になって
［多数性・大量性］
対象や主体が多数・大量であること（場合によっては更にそ
れらが矢継ぎ早に何かをすること）が、それに最後まで・完全
に・十分に対応することの阻害要因となっているものである。
例えば
⑰山河に風のかけたるしがらみはながれもあへぬもみぢなり
け
り
（古今集一一一○三）
は、多くの紅葉が次々と流れてきて、流れていくのが追いつか
ず
、
流
れ
き
れ
ず
に
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
この［多数性・大量性］は［外的事情］の一種であるから、
そ
ち
ら
に
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一
定
の
用
例
数
が
あ
る
こ
と
と
、
いつＣ◎
（１）動作・作用の完遂に、あらかじめ何らかの時間的制約が
あって、その制約の時点までの時間が足りないことや、そのた
めにせかされたり心の余裕がなくなったりすることが、阻害要
因となる場合。
⑱足玉も手玉もゆらに織る服を君が御衣に縫ひもあへむかも
［時間の不足］
これも外的な要因の一種であるが、資料により多少のばらつ
き
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
用
例
数
を
有
し
ていることに、まず注目しておきたい。
次にその内容であるが、［時間の不足］には大別して次の
（１）（２）のような場合がある。
対応が間に合わない。追いつかないという点では、次の［時間
の不足］と連続性を持つ面があることとから、特にこの分類を
立てておく。
なお、「（袖を）紋リァヘズ」「（涙を）払ヒアヘズ」等は、前
掲の「忍耐・抑制の困難桙苣と区別が難しい場合もあるが、本
来「多量の涙に濡れて袖が絞りきれないほどである」「涙が多
く（次々と）流れ、払いきれないほどである」の意であると見
て、原則として［多濫季性・多量性］の方に属するものとして扱
っておく。
1６
（縫将蝋可聞）
（万葉集一一○六五）
⑲（「とみの御物」を縫っていて）とぢめもしあへずまどひ
置きて立ちぬるが、御背あはすれば、はやくたがひたり。
（枕草子「ねたきもの」段一四五⑭）
⑱は、今年の七夕に逢うまでに服を縫い上げなければならな
いのだが、時間が足りないのでそれが危ぶまれる、ということ
である。⑲は時間的制約が原因で心の余裕がないために、十分
に「とぢめ」を作れなかったということである。
（２）動作・作用Ｐが完遂する前に別の事態Ｑが発生して、そ
のＱがＰが完遂するための時間を奪ったり、Ｑの発生の早さが
Ｐが完遂することを阻害（もしくは無意味化）したりする場合。
⑳天雲に雁そ鳴くなる高円の萩の下葉はもみちあへむかも
（毛美知安倍牟可母）
（万葉集四二九六）
⑪下人の病しけるが、にはかにいであへでなくなりにけるを
（
源
氏
物
語
夕
顔
一
三
○
⑦
）
⑫（下剤入りの酒を飲まされて）或ハ車宿二行テ、着物ヲモ
ー
＃
…
不解敢ズ、痢懸ル者モ有り。或ハ亦疾ク脱テ篝テ椋ノ水ヲ
出スガ如クニ痢ル者モ有り。……或ハ隠レモ不求敢ズ痢リ
迷
ヒ
タ
リ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
二
八
第
五
⑤
六
六
⑤
～
⑥
）
⑳は、Ｑの「（雁が）鳴く」こと（によって知られる秋の深
ま
り
）
が
早
く
、
そ
の
た
め
に
Ｐ
の
「
も
み
つ
」
こ
と
が
阻
害
き
れ
る
（十分紅葉しないうちにうちに散ったり枯れたりする）のを危
倶しているものと考える。
⑪はＱの下人の「なくな」ろのが早く、それがＰの、その前
に「いで」ることを阻害したということである。⑫はやはりＱ
の「痢懸ル・痢との発生が早く、それがＰの、その前に「着
物ヲ解」いたり「隠レヲ求」めたりすること（及び、それによ
って生理的行為を清潔に済ませること）を、阻害したものと言
える。ここで特に注目したいのは、（２）に属するものの中で、⑪
⑫のように「Ｐしアヘズ、Ｑす」や「Ｐしアヘデ、Ｑす」とい
った構文をとり、かつ後件Ｑの発生の早さが、前件Ｐの完遂の
阻害要因になっているというものである。これらは「Ｐし終え
ることができずに、Ｑする」「Ｐし終える間も』牙えず、Ｑする」
と訳すことができるが、これは、「Ｐし終わらないうちに、Ｑ
する」「Ｐするや否や、Ｑする」という［時間的近接］の意味
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
場
合
両
者
の
相
違
は
、
Ｑ
が
Ｐ
の
阻
害要因であるか否かという点だけになる筈である。
［障害なし」
特に困難・阻害要因が見当たらないというものもあるが、数
は少なく、出現も新しい。
⑳から錦秋の形見や立田山ちりあへぬ枝に嵐吹くなり
1７
前件Ｐと後件Ｑが単に時間的に近接しているという、「時間
的近接」の意味に解される「～アヘズ」の例は、歌においては
古今集の頃から、特に連続的に発生する自然現象について使わ
れている例が見出せる
⑳
ち
は
や
ぶ
る
神
無
月
と
や
今
朝
よ
り
は
く
も
り
も
あ
へ
ず
う
ち
し
ぐ
れ
紅
葉
と
と
も
に
ふ
る
里
の
吉
野
の
山
も
．
…
・
・
（古今集一○○五）
この場合、前件Ｐに当たる「（雨が降るにふざわしいほど十
分に）くもる」ことが完遂する前に、後件Ｑの「うちしぐれ」
ることが発生しているのだが、「うちしぐれ」ることの発生の
早さは別に前件Ｐの「（十分に）くもる」ことを阻害してはい
ない。このような「～アヘズ」は、既にコ非）完遂．（不）
可能」の意を離れて、単に二つの出来事の「時間的近接」を表
すものになっていると見るのが適当であろう。
前掲（第一節）②の例は、花と人の心との重層的表現で、し
（新古今集五六六）
冬の歌であるから、「既に紅葉は散っていそうなものだが…
…」という「当然視・妥当視」程度の期待はあるが、それを拒
んだ要因が何であるかは、歌の内容からは読み取れない。
五
時
間
的
近
接
の
意
の
も
の
かも「風もふきあへい」につづく後件Ｑに当るものが省略され
ているため、やや把握しづらいが、後件Ｑとして「うつるふ」
を補って考えればよいであろう。そうなると三花ならば「う
つるふ」のが当然だと思われるほど）風が吹きもしないうちに
ｌ
そ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
も
な
い
の
に
１
．
人
の
心
は
う
つ
る
ふ
」
意と解される。この歌では後件Ｑ「うつるふ」ことの発生の早
さが嘆かれているのだが、「うつるふ」ことの発生の早さは、
前件Ｐの風が吹くことを特に阻害してはおらず、やはり「時間
的近接」の意の例として扱うのが適切であろう。これら⑳や②
のようなものは、訳すとすれば「～し終わらないうちに、～す
る」「十分に～しないうちに、～する」となる。
なお⑳や②の例は、「期待」が．前件Ｐと後件Ｑの時間的関
係
に
関
す
る
）
適
当
視
・
妥
当
桐
竺
程
度
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち、⑳の場合でいえば、後件Ｑ「初時雨鉾…：ふる」ことが発生
する前に、前件Ｐ．雨が降るにふさわしいほど十分に）くも
る」ことが完遂するのが妥当だ、という程度の「期待」が伴っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「時間的近接」の意の発生は、この種のものから”始まってい
るようであるが、
⑮しぐれゆくをちの外山の峯つづきうつりもあえず雲がくる
ら
ん
（千載集四○九）
のような例になると、その程度の「期待」も稀薄なように恩わ
1８
勢堅Ｘではこれの出現が遅れるようだ恢一次の夜の瘡擾見の例は
そ
れ
の
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑳（大納一一一一口）「……さはれ、ただかくて侍らんよ」といひあ
へ給はず、（対の君）「あが君。一」よひは出でざせ給ね…
・・・」
（夜の瘡疫見巻一一○一一一③）
この鳩答、対の君の発一一一一口開始が早かったことによって、大納
一一一一口が最後まで発言することが妨げられたとの見方もあろうが、
対の君の発一一一一口の内容は大納一一一一口の発言を一通り聞いた上でのもの
と考えた方が自然であるから、対の君の発一一一一口は、大納一一一一口の「言
ひあへ鍵四ことを何ら阻害していないことになる。
更に軍記物語の頃になると、明らかに「時間的近控どの意と
判断されるものが多く現れる。それらは歌の場合と違って多く
は人の動作に関するもので、特に「言上（モ）アヘズ」「聞キ
宅）アヘカ〕が多い。
⑰「京より信俊がまい（シ）て候」と申入れたりければ、
（成親は）「ゆめかや」とて、ききもあへずおきなをり、
「是へノー」とめされたりければ
れ
る
。
峯
に
か
か
る
雲
が
移
動
し
き
る
前
に
次
の
雲
が
か
か
る
と
い
う
情
景
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
だ
が
、
次
の
雲
が
か
か
る
前
に
前
の
雲
が
移
動
し
き
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
も
の
だ
と
か
、
そ
う
や
っ
て
雲
の
切
れ
間
が
で
き
て峯が巨星えて欲しいとかいう趣旨の歌ではなさそうである。
⑰の例の「おきなをり」以下の動作は、「き」くことを必ず
しも阻害しないであろうし、そもそもこの場合おそらく最後ま
で聞いたからこそ、「おきなをり」以下の動作をしたのであろ
う。前掲（第一節）の①や③の例も同様である。
⑳のように、「言上（モ）アヘズ」の後に泣き伏すような動
作の続く場合、それが終りまで一一一一口い切ることを阻害して最後ま
で発一一一一口できなかったのか、一通り発言を終えてから泣き伏した
のか、判断の難しい場合がままある。ただ⑳の場合、「我こそ
はそよ」とまでは一一一一口い終えたから、有王はこれが俊寛であるこ
とを知ったのだと》壱えられる。
右の⑱局三⑳や①三①の例は、⑱三⑮のような「Ｐし終わらない
うちに、Ｑする」の意味ではなく、「Ｐし終わってすぐに、Ｑ
する」という意味（以下これを特に宥羅上と呼ぶことがある）
と見るのが自然であるが、同様の例で板岸端なものとして、
⑳主上いとどしく夜のおとどを出させ給ひもあへず、かしこ
へ
行
幸
な
？
）
て
紅
葉
を
叡
覧
な
る
に
（
覚
一
本
平
家
物
語
巻
第
二
大
納
言
死
去
上
一
八
八
⑪
）
⑳（俊寛）「我こそはそょ」といひもあへず、手にもてる物
をなげ捨て、すなどの上にたふれふす。ざてこそ（有王は）
わがしうの行えもしりてつ）げれ。
』（ン）げれ。
（同巻第一一一有主上一一三四⑪）
1９
（党一本平家物語上三九○②）
というものがある。これは、高倉上皇が十歳の頃の話で、野分
の翌朝寝所を出てすぐに北の陣の紅葉の山を見に行かれたとい
うことだが、「夜のおとどを出」なければ「かしこ（紅葉の山）
へ行幸」することはできないのだから、ここは「夜のおとどを
出られるとすぐに紅葉の山へ行幸されて」の意と解さなくては
ならない。
このような例が現れるのは、「Ｐしアヘズ、Ｑす」の後件Ｑ
が、Ｐの阻害要因でなくなっていることによるものと思われる。
ＱがＰの阻害要因でなければ（またそれ以外の阻害要因も特に
ないようであれば）、「Ｐしアヘズ、Ｑす」の類が、「Ｐし終わ
ってすぐに、Ｑする」という、Ｐが完遂している事態を表すよ
う
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
とはいえこうなると、「Ｐしアヘズ」という形を取っていな
がら、「Ｐする」ことは明らかに最後まで行われているわけだ
から、．非）完遂．（不）可能」の意の「～アブ」「～アヘズ」
との距離は大きいものになる。
な
お
、
第
三
節
で
．
非
）
完
遂
。
（
不
）
可
能
」
意
の
「
～
ア
ブ
」
「～アヘズ」の特徴として挙げた四点のうち（ａ）（し（ｃ）の点に
ついては、「時間的近接」の意の「～アヘズ」の場合、次の
（ａ）で）て）のようになる。
「～アヘズ」の上接動詞が「トル」である「トリ宅）アヘ
ズ」の場合、「トル」ことの「（非）完遂・不可能」の意に解し
て処理することのできるものもある（その場合困難・阻害要因
は「時間の不口些が多い）が、そのように解することはできず、
だからといって前節で取り上げた「時間的近接」とも異質とい
うものがある。例えば
⑳（秋好中宮へ紫上の返歌には、箱の蓋に松をあしらった物
が添えてあった。その松は）こまかに見れば、えならぬ作
六
慣
用
的
「
ト
リ
ア
ヘ
ズ
」
百）「時間的近接」の意のものは必ず否定辞を伴い、「Ｐし
アヘズ、Ｑす」「Ｐしアヘデ、Ｑす」のような構文を
とる。
（ｂ）「時間的近接」の意の早い時期の（特に歌における）
用例には、「期待」が亘前件Ｐと後件Ｑの時間的関係
に関する）適当視・妥当視」程度であるものが多いが、
後にはそれ以上に「期待」が稀薄と思われる例も現れる。
で）「時間的近接」の意の場合、ＰとＱが時間的に接近し
ているが、Ｑの発生の早さがＰの完遂の阻害要因にな
ってはいない。「時間の不足」の⑳＠のような例とは、
この点において異なる。
２０
りごとどもなりけり。とりあへず思ひより給へるゆゑゆゑ
しさなどを、をかしぐ御覧ず。御前なる人々もめであへり。
（
源
氏
物
語
少
女
七
二
⑭
）
のような例で、時間的制約（この場合返歌にさほど時間をとれ
ないこと）の中で何かをするという場合が多いので、一見
．非）完遂。（不）可能」の中の［時間の不足］の（１）のよ
うだが、この例では、返歌も作り物の趣向も見事なものなので
ある。「トル」の意味は稀薄化しているが、本来の「必要な物
をとる」から転じて「きちんと応対する」くらいの意味だとす
れば、「トル」ことは十分な水準で成し遂げられているのであ
る。「（非）完遂．（不）可能」の意の「Ｐしアヘズ」は、「Ｐの
動作が最後まで・完全に・十分になしとげられなど意を表す
のだから、これは「（非）完遂．（不）可能」ではありえない
ことになる。また「時間的近接」とも異なる。「時間的近接」
とは、本稿の規定では「Ｐしアヘズ、Ｑす」の前件Ｐと、後件
Ｑとが近接しているということなのだが、この例の場合、時間
的
に
近
接
しているのは
Ｏ牢（Ｐ．Ｑの前提条件としての）中宮からの働きかけ
Ｐ》「とる」
Ｑ魂「恩ひよる」
の三者のうちのＰとＱではなく、ＯとＱであろう。従ってこの
類は本稿で一一一一口う「時間的近接」とも異なり、訳すとすれば
「（Ｏに対して）時間をおかずに．ただちに・たちまちに（Ｑす
る
こ
と
な
る
。
ま
た
⑪秋風涼しくて虫の音もとりあへぬに
（源氏物語松風五八三⑪）
のような例は、「（ある事象Ｒが）トリァヘズである」式の形を
とっていて、「トリ」の意味が稀薄化している上に、Ｑに相当
するものがなく、単に「（Ｒが）時間をおかない様である．た
ちまちである．慌ただしい様子である」くらいに訳される。
本節で挙げた類の「トリァヘズ」は、いずれも［時間の不足］
からの派生であろうが、「トリ」の意味が稀薄化して、特有の
慣用的な意味・用法を持つに至っており、他とは別扱いするの
が適当と考える。
○三非）完遂・不可能」の意の「～アブ」「～アヘズ」は、
「（多くは外的な）困難に抗して完遂する」「困難
に耐えられず、完遂するに至らない」の意を表し、
その困難・阻害要因の中で「時間の不足」がある程度の比
ここまで述べてきたことを列挙すると、次のようになる。
七
お
わ
り
に
２１
一○「時間的近錘塗の意の「～アヘズ」の出現は歌において早
一く、散文では遅れる。また当初は「期待」が亘前件Ｐと
後件Ｑの時間的関係に関する）適当視・妥当視」程度のも
のから始まったが、後には「期待」がより稀薄なものも出
一現するようになった。（第五節）
’○ＱがＰの阻害要因という面が稀薄化した結果、「時間的近
錘芒の意のもののなかには「Ｐし終わってすぐに、Ｑする」
という「直雇この意のものが現れるに至った。（第五節）
［時間的近接］の意の「～アヘズ」が派生した経緯や、その
中に「～し終わらないうちに、～する」意のものと「～し終わ
ってすぐに、～する」意のものとが生じた経緯については、こ
れによって、一通りの説明をなし得たものと思う。
ただ、「恩ヒアヘズ」「トリアヘズ」については、通常の「～
アヘズ」とは異なるものがあることが明らかになったが、これ
らの実態についての解明はまだ不十分である。
一重を占める。（第二・四節）
’○「時間の不足」が困難・阻害要因であるもののうち、「Ｐ
’しアヘズ、Ｑす」などの構文を取り、かつＱの発生の早さ
が困難・阻害要因となっているものがある。ここから更に、
｜ＱがＰの阻害要因という面が稀薄になると、「Ｐし終わら
－ないうちに、Ｑする」という「時間の近接」の意になる。
（第四・五節）
また「～アブ」「～アヘズ」が、完遂・完了表現をになう補
助動詞類の一角として、あるいは可能表現の一環としてどのよ
うな特徴を有し、どう位置づけられるのか、といった点につい
ても更に老痙（を要することは一一一百７までもない。
（１）以下①面三③の用例は、辞書に引かれたそのままの形で
はなく、該当箇所を後掲の［資料］に示したものの本文
に
基
づ
い
て
提
示
し
て
あ
る
（
頁
数
・
行
数
も
そ
の
本
文
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
表
記
に
は
あ
る
程
度
手
を
加
え
た
。
こ
の
点
は
他の例も同様）。
（
２
）
肯
定
形
が
（
「
ア
ヘ
ム
」
で
は
な
く
）
「
ア
ヘ
ナ
ム
」
の
形
を
とるのは、「ナム」に実現困難な事態について、それを
乗り越えて実現することを推量するという性格があって、
そ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
（３）「潜在系（不）可能」に対する。渋谷勝己（一九九三）
参照。
（
４
）
こ
の
例
は
、
通
常
「
カ
モ
」
を
詠
嘆
と
取
っ
て
、
『
墓
を
作
る
た
め
の
石
を
）
運
び
き
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
よ
」
と
い
う
詠
嘆
を
こ
め
た
肯
定
的
推
量
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
石
を
手
渡
し
で
運
ぶ
と
い
う
素
朴
な
や
り
方
で
、
大
き
な
墓
（
箸
墓
古
戸
注
一
2２
墳
）
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
を
悲
観
視
す
る
否
定
寄
りの疑問表現に解することもできると思う。
（
５
）
「
ト
リ
ァ
フ
」
の
肯
定
形
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
中
に
は
、
「うまく取り合わせる」意の動詞と思われるものもあり、
どの例をそれと見るかによって、この数は若干変動する。
（６）『日本国語大辞典」では、古今集の用例②を、ロの
「～できなどの意としていたが、それは散文の分析に
基づいて、［時間的近接］の「～アヘズ」は中世のもの
と
す
る
先
入
観
が
働
い
た
こ
と
が
一
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ない。
（７）これが近現代に残存している例として、
「はあ、あの江戸絵かね。…：あったつけかな」と聞きも
敢えず「ないはずはないじゃないか……」
（泉鏡花「国貞ゑがく」岩波文庫二四五⑫）
が挙げられる。
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